
地
域
の
家
族
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

女
性
・
子
ど
も
支
援
課　

☎（
２
４
８
）
１
１
９
９

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
問
題
、
家
庭
環
境
、
児
童
虐
待

な
ど
、
身
近
に
気
に
な
る
家
庭
や
心
当
た

り
の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
、
地
域
に

多
く
の
気
付
き
の
目
が
あ
れ
ば
、
早
期
発

見
・
早
期
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

１
人
で
も
多
く
の
人
に
講
座
を
受
講
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
午
前
と
夜
間
の
１
日
２

回
、
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
と
き　

11
月
７
日
㈭

　

〜
12
月
26
日
㈭　

全
５
回

・
午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

・
夜
間
の
部　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル　

２
階　

研
修
室

▼
対
象　

５
日
間
の
講
座
を
全
て
受
講
で

　

き
る
人

※

午
前
の
部･

夜
間
の
部
の
ど
ち
ら
に
参
加

　

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数　

先
着
30
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
込
期
限　

10
月
28
日
㈪

子
ど
も
た
ち
を
守
る
気
付
き
の
目
を
養
い
ま
せ
ん
か

支
給
限
度
額
・
基
準
費
用
額
が
変
わ
り
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
支
援
課　

介
護
保
険
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
０
２

　

10
月
か
ら
消
費
税
増
税
に
伴
い
、介
護

保
険
の
支
給
限
度
額
と
基
準
費
用
額
が
変

わ
り
ま
し
た
。

支
給
限
度
額

　

主
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に

定
め
ら
れ
て
い
る
限
度
額
が
10
月
か
ら
表

１
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

自
己
負
担
は
、限
度
額
の
範
囲
内
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
１
割（
一
定
所
得

以
上
は
２
割
ま
た
は
３
割
）で
す
。

　

た
だ
し
、限
度
額
を
超
え
た
額
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

基
準
費
用
額

　

施
設
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
居
住
費

と
食
費
は
基
準
と
な
る
額
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。10
月
か
ら
は
表
２
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
し
た
。

※

そ
の
他
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
費
用
も
消
費

　

税
増
税
に
伴
い
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ

　

ま
し
た
。

介
護
保
険

( 表１)●支給限度額
要介護度

要支援 1

要支援 2

要介護 1

要介護 2

要介護 3

要介護 4

要介護 5

　　1カ月の支給限度額

50,320 円　

105,310 円　

167,650 円　

197,050 円　

270,480 円　

309,380 円　

362,170 円　

　 と　き

11月　7日㈭　

11月20日㈬

11月26日㈫

12月12日㈭

12月26日㈭

　　　 内　容
子どもを取り巻く現状
子どもの貧困ワーク
子どもの発達
児童虐待と家族問題
児童虐待が及ぼす影響

（表２）●居住費・食費の基準費用額

食費
居住費

ユニット型個室 ユニット型
個室的多床室 従来型個室 多床室

2,006円 1,668円 1,668円
（1,171円）

377円
（855円） 1,392円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護の場合は（　）内の金額。

●サポーター養成講座日程
※各日に午前の部、夜間の部を開催します。
　内容は午前・夜間とも同じです。

過去参加者の声
・多様な見方ができるようになった
・児童虐待の現状を学び、子どもたちの様子
　を気にかけるようになった
・登下校で自宅の前を通る子どもたちに声掛
　けをするようになった
・子どもと親との関わりを気をつけて見るよ
　うになった

午前８時45分～

時　間 訓練の内容

市
総
合
防
災
訓
練
を
行
な
い
ま
す

　

大
規
模
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
な
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に
備
え

て
防
災
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

10
月
27
日
㈰　

　

午
前
８
時
45
分
〜
（
小
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

西
合
志
東
小
学
校
・
各
行

　

政
区

▼
訓
練
内
容　

左
表
の
と
お
り

※

見
学
は
自
由
で
す
。
会
場
周
辺
は
駐

　

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
見
学
な
ど
を

　

す
る
人
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す

　

る
か
、
徒
歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

訓
練
内
容
は
天
候
な
ど
に
応
じ
て
変

　

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
の
た
め
の
備
え

●
問
い
合
わ
せ
先　

交
通
防
災
課　

☎（
２
４
８
）
１
５
５
５

さ
さ
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
２
０
１
９

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
支
援
課　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
２
６

　

行
方
不
明
の
高
齢
者
を
迅
速
に
発
見
・

保
護
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　

認
知
症
を
理
解
し
た
住
民
同
士
で
助

け
合
い
、
支
え
合
う
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
行
な
い
ま
す
。
対
象
地
区

以
外
の
人
も
、
ぜ
ひ
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
24
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　
　

西
合
志
第
一
小
学
校

▼
内
容　

認
知
症
の
人
の
徘
徊
に
よ
る

　

行
方
不
明
を
想
定
し
、あ
ら
か
じ
め
登
録

　

ま
た
は
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
団
体
・
個

　

人
へ
情
報
発
信
し
、発
見
・
声
掛
け
・
見

　

守
り
・
保
護
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

▼
対
象
地
区　

合
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

　

区
（
立
割
・
生
坪
・
弘
生
・
江
良
・

　

高
木
・
小
合
志
・
辻
久
保
・
小
池
・

　

合
生
住
宅
・
桑
木
鶴
団
地
）

▼
事
前
説
明
会

　

10
月
24
日
㈭　

　

午
後
７
時
〜
８
時

　

西
合
志
第
一
小
学
校

助
け
合
う
地
域
社
会
づ
く
り

第
30
回
県
暴
力
追
放
県
民
大
会
㏌
合
志

●
問
い
合
わ
せ
先　

交
通
防
災
課 

☎（
２
４
８
）１
５
５
５　

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー 
☎（
３
８
２
）０
３
３
３

　

県
民
全
て
の
願
い
で
あ
る
、
暴
力
団

の
い
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
熊
本
県
の

実
現
に
向
け
て
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
１
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル　

文
化
会
館

▼
内
容

・
第
１
部　

式
典

・
第
２
部　

特
別
講
演

　

演
題
『
命
て
ん
で
ん
こ
』
〜
反
社
会

　

的
勢
力
か
ら
熊
本
県
民
を
守
る
漢
方
薬

　

講
師　

上
原
忠
晴
さ
ん

　
（
京
都
府
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン　

　

タ
ー
相
談
員
兼
専
属
講
師
）

・
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

▼
参
加
費　

無
料

暴
力
団
の
い
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
へ

●各家庭・行政区・消防団での訓練

　　時　間

午前８時45分～

午前9時30分
　　～午後１時

訓練の内容

児童引き渡し訓練

●市実施の訓練（西合志東小学校）

●避難所開設・運営訓練
　(嘱託員（区長）、防災士などによる研修)
・指定避難所に指定されている小学校
　での避難所開設、運営訓練
・熊本大学　大学院先端科学研究部
　竹内　裕希子准教授の講話
●炊き出し訓練
●体験型訓練
・消火訓練（消火器の使用法）・煙体験
・救命救急体験（ＡＥＤの使用法、心肺蘇生法など）
●ボランティアセンター設置訓練
●防災用品などの展示

・防災行政無線による一斉放送
・シェイクアウト訓練

・各行政区の１次避難場所への避難
　(終了後は各行政区計画の訓練)
・消防団による避難者の誘導支援など
※実施する区のみ。実施の有無は各区へお尋ねください。

訓練放送があったらその場で３つの行動を。
①姿勢を低く　②頭を守る　③動かない
※１分間程度で行ないましょう。
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